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「体育心理学研究の課倒について
東京教育大学松田岩男

にする、というものが多く、ともすれば、各

種の性格検査窪運動選手に実施したという

結果に終りがちである。

知覚運動学習については、世界の各国で、

従来心理学の領域で研究されてきた結果をま

とめて、それらを体育で扱う運動技術の学習

に適用しようとする試みがなされている。わ

が国にも同様の傾向がみられるカミ実験室的

な研究が多く、実際に体育の学習指導で扱う

ような運動技術をとりあげた研究は比較的少

いようである。研究上の困難はあるカミ体育

心理学の立場からは、実際に扱う運動技術の

学習の問題にとり組む段階にきているといっ

てもよいであろう。実験室での精密な研究も

必要であるカミ同時(員体育館やグラウンド

での研究も重要である。

集団に関する研究も同様である。この領域

は、従来主として、体育社会学の領域でとり

あげられてきており、そこでの研究にI式他

の領域で、すでに明らかにされている事実を

運動の場面で確認する、という傾向が強いよ

うに思われる。すなわち、研究のモデルが他

に求めら沁そのため(二体育やスポーツの

集団そのものを究明しようとする構えが不十

本年度の日本体育学会第22回大会におけ

る体育心理学専門分科会のシンポジウムでは、

〃体育心理学研究の課題〃がとりあげられる。

昨年度にひきつづいて､〃スポー弓ツセラピ

ー〃の問題窪という声もあったカミ原点に

かえって、現在までに研究されてきたことが

らを総括し､それら窪体育心理学の領域の

中に位置づけたり、今後の研究の方向を探っ

たりすることが必要である、との考え方から

この問題が選ばれた。

体育心理学の領域で報告される研究は比較

的多く、しかも、対象や方法も多岐にわたっ

ているカミ今回のシンポジウムでは、①スポ
ーツとパーソナリティに実する研究、②知覚

運動学習の研究､③集団に関する研究の5つ

の領域がとりあげられた。

スポーツとパーソナリティの問題I式人間

形成をめざす体育の基本的な問題の’つであ

り、その研究の成果は、体育における学習指

導の基礎として、あるいは、学習指導の方向

を示すものとして､重要な役割を果すべきで
あると考えられる。しかし、従来の研究には、

競技者と非競技者の性格特性の比較あるいは

スポーツマンの性格特性を、平均的に明らか
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分であると思われるのである。改めて、〃体育心理学とは何か〃を考えてみ

〃体育心理学は曲り角にきている〃と云わたいものである。

れてから、すでに数年を経過してきている。

これらの問題についての討議を通して、われ‘
■

申

わ れは、今後の研究の方向を見出すとともに･身．；：,
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香川大学教育学部岸純子
F で

2年ほど前聾学校でダンスの創作を指導、音のリズムやメロディーにのって体を動か

したことがおる。人数が少いので、高校部全す」快感は得られたとはいえない。外観的に

員と専攻科を合併した授業であった。聾者には、動きにあわせて音楽を流す、とか音楽

勢する知識は大して豊富な方ではなかったがのり.ズムを視覚的な合同（小旗をふるなど）；．

あまり不安は感じなかった。というのは次ので掴ませるなどして､いかにも一般と同追黒:2

ような予想をもっていたからである。即ち、うな状態をつくり出すことはできるｶﾐ勘い

･病気または遺伝などによって、聴覚以外ている本人達は、傍に音楽が流れていること

の器官が損われていないかぎり、体を動にはあまり痛痒を感じないのである。（もつ

かす能力は、一般と大差ないであろうととも全聾というのは少くる:かなり強度の難聴

いうこと。、ある範囲のサイクルの音のみが聴卓るもの
･･音の旋律的な要素は捉え難いかもしれななど力鞘んどで、全くの無音の世界に住んで

●

･いカミリズム的な要素は、他の器宮の補いるわけではないが)もし「音楽にのる」と

･佐的な働きによって比較的容易に捉えらいう.快感に似たようなものを味わせようとす

れるのではなかろうかということ。れ感「打楽鏡こよるリズムにのる」ことな

･一般のダンス未験者がよく抱くような身らできるかもしれない．しかもそれは、でき

体表現に対する恥は（手まねによる会るだけ、動く者の体近くで音が出されるのが

話などで馴れているので）あまりもたなのぞましい。 ■｡

■

cゆ9

いのではなかろうかということ。このダンスの期閲このようなことを考え

等々である。ていたカミ具体的に試みることはしなかった

大体においてこの予想は裏切られることな。これが実現したのは今年の7月である｡
・品・；

く、5時間という短い期間であったカミ「喰今度は小学部の4年－6年生を対象とし、

らいつくような」熱叺思いもかけなかった竹製の拍子木を自分で打ち鳴らしながら体を

すばやい反応でも5つほどの習作を次々とつ動かす方法であった。色々.なつごうで2時贈

くり出し、「やりさえすれば一般と少しも変しか行なえなかったｶﾐ.この間に、前には晃

らない。やれないと思いこまれている所に問れほど感じなかった事に気付いた。それは罰

題があるのだ」と大いに気をよくしたもので声の役割である。生徒たちはふつう無言で、

あった。ル､ている。しかし聾学校ではあらゆる機会li
しかし、一般と少しも変らないと考えるの ■

●
声を出す訓練をしているので、試みに動きズ

はやはりまちがいである。確かに「動くことがらイチニイサンシイと自分達で号令をかl:

、動くことで自分のあるものを表現すること・させてみた。面白ことにこのようにすると、

」による快感や満足感は一般と同じであろう私の方から視覚的な信号を送るより正確に3
1
■

◎ カミダンスのもう一つの面「音楽をきききのリズムを捉えるのである。これはあたI
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体育心理学に関心をよせて日も浅く、分科は基本的には操作可能な存在としかみえてい
会に所属して1年足らずの私(こ、投稿を依頼ないようである。ここで、今日の人間の科学

されたときは些か困惑したカミ会報の名称がとしての体育心理学は、この点に関してどの

「曲り角」であることに興味をおぼえた。どような趨勢にあるのか．そして私自身どのよ
‘：

のようなことで名付けられたかは知らないがうに把握していくべきかを自問し続けている

，私なりの解釈で体育心理学あるいは心理学のが私の現状である。そしてこのことが人間

一般が曲り角にきているといった意味にとら理解の最も大きな曲り角に思えてならなしも

せても．らった。このことに関しては日頃考え今日の文明社会は、高度に技緬ﾋされマスプ

ているところでもあり、曲り角に共感し､或口化された「管理社会｣であるといわれるが
程度気持が落着いた。しかし所詮浅薄毒盲、もし､体育心理学がその社会にI砿するた
者蛇に怖れずの類、瞳として読み流していための人間をつくることに助力するための学問
蛍きたい。 として堕落するならば、ハイゼンベルグが《《

これまで目にふれた心理学醤によれば心原子物理学に関与する科学者の科学を哲学す

理学の定羨はその人.その学派の科学観､入ることの欠除が人類に恐怖をもたらした”と
問観など(ごよってさまざまである。おそらくする方向と同じ結果を招くように思えてなら

体育心理学においても同様であろう。心理学ない。そしてま起;体育心理学が人間行動の
の歴史において、科学としての心理学は、自説明的体系を求める輪理性と、普遍性、客観

然科鼬著しい発展の時代的影響をうけ、自性を金科玉条として人間にｱブﾛー ﾁするな
然科学的科学観が支配的であり、操作主義的らぱHUmanistioPsycholcgy,
､機能主義的心理学となったカミ今日においP…｡…｡ﾕ｡g…1PSy…1。g］
ても伝統的心理学として根強く存在しているの人々 が指摘するような人間不在の心理学と
'ことは否定できない｡そこで対象となる人間なるであろう。曲究吉永唖ゐそして餅壷去あ
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まえのことかもしれない｡たとえ自分の声が高かった為(こ色々な反応に馴れ.おきかえの

きこえなくとも動きより小さいエネルギーで、必要が少くなったのだろうか？。

からだの一部が動くことは、動きの長さとそ一殻(こ聾者は行動が緩慢であると力も身長

の配分を捉えるのに手がかりになるのかもし，‘‘や体重胸囲もやや劣っているといわれてい

れない。リズムは時間的なものである。しかる。音の世界が狭められているというだけの

しそれは視覚的なものでも、聴覚的なもので（他器官が損われている者は別として）差が

も捉えられるものであり、直接に人間に働き一見関係ないように思われる面へも影響をあ

かげるものであって、どちらかがどちらかのたえるのだろうか？それは、早くから聾者
■●I

仲介的役割を務めるものとは考えていなかっとなった者と、ある年令に達してから患
b■巳

た‘今もなおその考えでいるカミ今述ぺたよ者と差があるのだろうか？
一

つ た

うに各人が各人にかける号令が果した役割を10月から再欲「打楽器と発声をおり込

考える｡と､:リズムというものは捉えるにして

も､･発するにしても､人間の内部であるおき

んだリズム運刺を続けること《こなっている

カミ今はただ麹惑と,して頭の中(こあるこのよ

かえがなされるのだろうかとも感じられる。うなことも､実際の活動を通して掘り下げら
● ｡

前にそれが感じられなかったのは生活年令がれるものなら……と願っている｡．



〆

●●●

ための研究ではなく、人間存在の次元にもどの意味の新しい方法論を確立し、応用科学と

り、現象そのも公行動の意味そのものにたしてではなく、独立した学問領域を形成し創
ちかえるべきであろう。このことに対しては、造的に発展させることが体育心理学において
行動主義的心理学の立場から、形而上学としも必要であると考える。しかし、最近ある領
ての現象学や実存在義哲学の影響であり、ぃ域にあっては次第にこれが実現の方向(こあり
わゆる科学としての方法論が確立されていな、しかもそのProcessingが始まってい

いが故に、過去の内省心理学にもどると反論ると感ずるとき、もはや「曲り角」ではなく
されることは明らかである。こ狸での稗学になっていると思うし、私自身その方向で努力

巳

おける客観性は、主観性との対立概念としてしていきたい。
設定され二者択一的思考によって客観性は 設後に思うことは、私の人間に関するF万

絶対的意味をもち、主観性は非科学的としてame･ofReferenceに絶えざる変化を
排斥されている6これに対して燐メルロ．もたらし、そして教示してくれる人々 睦臨
ポンテの指摘するように、真の人間の科学は床領域にあたっては、Patientあるいは
℃ 斯様な二者択一的思考を超越したところに

あり、例えば経険意識異常行動におし､て

このことは明らかである6要する(こ、過去の

心理学に逆行することではなく、戸川氏が臨

Clientとよばれる人々 であり、教育にあ

っては学生生徒諸君である。私のあり方関

り方を体験的に顕示してくれるある意味で私

の師たるそれらの人々 に感謝しなければなら

"II,馳裡堂の鱸ゥ子羊輻式れィいるように‐真な､､

お知らせ

1．総会 情報化社会と余暇

本年度総会を学会期間中に、下記のように

開催いたしますので、多数御出席下さ@℃

期日昭和46年11月21日（学会第1

日体大千原英之進

講演のあと、 今年度の学会シンポジウムに

ついての討議がなされ さらに小委員会を鴎

日） いて検討した結果 抄録に記載されたように

時間正12時30分より

場所日体大721教室（体育心理発表会

場）

議題会計報告

活動状況報告

その他

決定しました。

第2回9月25日、

おいて開催下記の

ウォームァッ

日本女子体育大学に

両氏の発表がありました

プに対する態度

日本女子体育短大

運動学習に関する実験的研究

滝幸三郎

東 大岡野崇彦

2．例 会

第1回今年度第1回例会は6月25日、

東教大において原理分科会と合同で行なわ

れました。演題は下起のとおりでした。

TSPIの改訂一テスト度化の新し

い試み一一一

東大平田久雄

●ひ 東教大市村操一・

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝一一

体育心理学'
「曲り食

昭和43年11
代表松田
近藤


